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本
年
度
の
笛
吹
高
同

窓
会
定
期
総
会
は
、
今

秋
11
月
29
日
（
日
）
石

和
温
泉
郷
・
ホ
テ
ル
石

庭
に
て
開
催
致
し
ま

す
。          

本
年
度
は
、
母
校
創

立
百
二
十
周
年
記
念
同

窓
会
と
し
て
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
定
期
総
会
に
先

立
ち
、
本
会
主
催
に
よ

る
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
女
性
登
山
家
と

し
て
著
名
な
田
部
井

淳
子
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
「
同
窓
会
誌
」
を

「
創
立
百
二
十
周
年
記
念
号
」
と
し
ま

す
。
当
日
は
笛
吹
高
吹
奏
楽
・
太
鼓

部
生
徒
に
よ
る
素
敵
な
演
奏
も
あ
り

ま
す
。

な
お
、
実
行
委
員
長
は
田
草
幹
彦

氏
（
石
和
高
第
39
回
）、
副
実
行
委
員

長
渡
邉
茂
氏
（
園
芸
高
第
30
回
）・

同
萩
原
幸
二
氏
（
石
和
高
第
39
回
）

を
は
じ
め
両
校
実
行
委
員
諸
氏
に

よ
っ
て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

会
員
各
位
に
は
同
窓
生
、
同
級
生

等
お
誘
い
の
上
多
数
ご
来
場
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
待
ち
申
し
あ
げ
ま
す
。

母
校
は
現
在
、
笛

吹
高
の
名
称
で
力
強

く
歩
ん
で
い
ま
す
。

笛
吹
高
は
、
平
成
22

年
４
月
、
旧
石
和
高

と
山
梨
園
芸
高
を
統

廃
合
し
て
設
置
さ
れ

た
新
設
校
で
す
。
今

年
開
校
六
年
目
。
県

下
最
大
の
生
徒
数
約

九
百
と
い
う
規
模
と
、

最
新
の
教
育
環
境
の

中
、
い
よ
い
よ
充
実

期
に
入
り
多
方
面
に

わ
た
っ
て
成
果
が
現

れ
て
お
り
、
地
域
に

存
在
感
を
放
っ
て
い

ま
す
（
写
真
上
）。

前
身
各
校
を
継
承

と
こ
ろ
で
、
笛
吹

高
は
確
か
に
六
年
目

の
新
設
校
で
は
あ
り

ま
す
が
、
同
窓
生
各

位
や
地
域
の
方
々
が
よ
く
御
存
知
の
通

り
、
前
身
各
校
の
尊
い
歴
史
を
確
実
に

引
き
継
い
で
発
足
し
て
い
ま
す
。
笛
吹

高
の
ス
ム
ー
ズ
な
立
ち
上
が
り
は
、
旧

石
和
高
・
山
梨
園
芸
高
の
礎
が
あ
っ
た

れ
ば
こ
そ
の
こ
と
で
す
。

そ
も
そ
も
、
笛
吹
高
の
起
源
は
、
明

治
28
年
４
月
現
笛
吹
市
一
宮
町
坪
井
に

開
設
さ
れ
た
山
梨
養
蚕
教
習
所
に
遡
り

笛吹高校の姿（平成23年３月24日竣工）。

笛吹高が所管する明治29年度以来の「卒業証書授与台帳」

平成26年度第３回同窓会定期総会（昨秋11月30日）

平成26年度卒業証書授与式（平成27年３月１日）

笛
吹
高
第
３
回
同
窓
会
定
期
総
会

は
、
昨
秋
平
成
26
年
11
月
30
日
、
笛

吹
市
石
和
町
ホ
テ
ル
石
庭
に
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
前
島
同
窓
会
長
・
平
川
実

行
委
員
長
・
加
賀
美
笛
吹
高
校
長
の

挨
拶
、
倉
島
笛
吹
市
長
の
祝
辞
と
続

き
、
議
事
で
は
平
成
27
年
度
事
業
計

画
、
平
成
27
年
度
予
算
案
が
審
議
さ

れ
原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
昨

年
度
は
、
会
則
に
基
づ
く
役
員
改
選

年
に
あ
た
り
、
前
島
会
長
を
再
選
し

た
他
、
本
会
並
び
に
支
部
組
織
の
新

役
員
が
決
定
し
ま
し
た
（
左
表
）。

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
母
校
創
立

百
二
十
周
年
記
念
事
業
を
同
窓
会
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。ち

な
み
に
同
窓
会
総
会
の
実
行
委

員
長
は
石
和
高
・
園
芸
高
が
交
互
に

出
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
両
校
の
実

行
委
員
の
年
齢
差
を
こ
れ
ま
で
調
整

し
て
き
ま
し
た
が
、
再
来
年
度
に
は

同
年
齢
の
方
に
揃
う
見
込
み
で
す
。

昨
秋
11
月
に
開
催
さ
れ
た
平
成
26

年
度
本
会
定
期
総
会
の
決
算
報
告
を

致
し
ま
す
（
左
資
料
）。

皆
様
か
ら
御
協
賛
い
た
だ
い
た
貴

重
な
浄
財
は
、
総
会
運
営
費
に
あ
て

た
他
、
笛
吹
高
後
援
会
を
通
じ
て
母

校
活
性
化
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

笛
吹
高
の
開
校
に
伴
い
、
石
和
高
お

よ
び
山
梨
園
芸
高
（
旧
制
蚕
業
学
校
等

を
含
む
）
の
卒
業
生
に
関
わ
る
卒
業
証

明
書
・
成
績
証
明
書
等
の
発
行
は
、
す

べ
て
笛
吹
高
校
長
の
所
管
事
務
に
な
り

ま
し
た
。

た
だ
し
、
証
明
書
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
発
行
に
日
数
を
要
す
る
も
の
や
、

既
に
法
定
年
数
が
過
ぎ
て
発
行
が
不
可

能
な
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知
お

き
下
さ
い
。

こ
れ
ら
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、

笛
吹
高
事
務
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

本
会
役
員
を
改
選
　
会
長
に
前
島
氏
を
再
選

昨
秋
の
平
成
26
年
度
第
３
回
同
窓
会
定
期
総
会

平
成
26
年
度
総
会
決
算
報
告

卒
業
生
の
各
種
証
明
事
務

旧
蚕
業
・
農
蚕
・
石
和
高
・
園
芸

高
・
笛
吹
高
卒
業
生
の
皆
様
へ

記
念
講
演
会
講
師
に

田
部
井
　
淳
子
氏

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
の
登
山
家
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こ
れ
が
校
史
の
起
点
で
す
。
そ
の
後
、

郡
立
山
梨
蚕
業
学
校
、
山
梨
県
立
蚕
業

学
校
、
農
蚕
学
校
と
変
遷
し
ま
し
た
。

昭
和
23
年
新
制
高
校
に
移
行
し
農
蚕
高

と
改
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
合
制
石

和
高
を
経
て
、
昭
和
36
年
普
通
課
程

（
石
和
高
）
と
農
業
課
程
（
山
梨
園
芸

高
）
を
分
割
し
ま
し
た
が
、
平
成
22
年

再
統
合
し
て
笛
吹
高
創
設
に
至
っ
て
い

ま
す
。

今
年
は
ち
ょ
う
ど
創
立
百
二
十
周
年

に
当
た
り
ま
す
。

「
卒
業
証
書
授
与
台
帳
」
を
所
管

母
校
は
稀
に
見
る
校
名
変
更
と
所
在

地
移
転
を
経
ま
し
た
が
、
前
身
各
校
は

遠
い
明
治
の
建
学
の
精
神
を
尊
び
歴
史

を
紡
い
で
き
ま
し
た
。

笛
吹
高
は
明
治
29
年
以
来
三
万
人
余

に
の
ぼ
る
卒
業
者
の
氏
名
等
を
記
録
し

た
「
卒
業
証
書
授
与
台
帳
」
を
所
管
し

て
お
り
、
卒
業
証
明
事
務
の
基
礎
帳
簿

と
な
っ
て
い
ま
す
。
台
帳
は
学
校
備
付

表
簿
の
一
つ
で
、
創
立
以
来
の
卒
業
者

氏
名
と
そ
の
数
を
正
確
に
記
録
し
永
年

保
存
す
べ
き
も
の
で
す
。
百
二
十
年
に

わ
た
り
連
綿
と
記
録
さ
れ
引
き
継
が
れ

て
き
た
台
帳
の
所
管
は
笛
吹
高
が
前
身

各
校
の
校
史
を
引
き
継
ぐ
証
で
す
。

同
窓
生
各
位
に
は
母
校
笛
吹
高
へ
の

御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

母
校
創
立
百
二
十
周
年
に

笛
吹
高
と
し
て
６
年
　
地
域
に
存
在
感
放
つ

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
お
変

わ
り
な
く
ご
発
展
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
、
同
窓

会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

石
和
・
山
梨
園
芸
の
両
校
が
統
合

し
て
か
ら
６
年
を
数
え
、
同
窓
会

も
再
編
さ
れ
て
今
年
は
４
回
目
の

同
窓
会
定
期
総
会
を
迎
え
ま
す
、

目
下
総
会
当
番
幹
事
を
引
き
受
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
が
、

実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
春
以
来

準
備
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

母
校
で
あ
る
笛
吹
高
校
も
総
合
制

高
校
と
し
て
特
色
を
示
す
学
校
づ

く
り
に
先
生
方
と
在
校
生
が
懸
命

に
努
力
中
で
、
行
き
交
う
生
徒
諸

君
の
マ
ナ
ー
や
生
き
生
き
と
し
た

諸
活
動
に
、
校
風
の
力
強
い
息
吹

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
の
日
程
及
び
総
会

企
画
が
過
日
の
理
事
会
で
承
認
さ

れ
、
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
本
格

的
な
開
催
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
は
母
校
創
立
百
二
十
周
年

の
年
に
当
る
こ
と
か
ら
、
母
校
並
び

に
同
窓
会
の
歴
史
を
辿
り
な
が
ら
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
も
併
せ
開
催
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆

様
に
は
何
卒
11
月
29
日
の
定
期
総
会

に
は
お
誘
い
会
わ
せ
、
ご
臨
席
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
総

会
券
及
び
協
賛
広
告
に
も
格
別
な
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ

ら
に
、
過
日
の
理
事
会
に
お
き
ま
し

て
、
各
支
部
の
組
織
強
化
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。
各
方
面
別
の
笛
吹
高

校
同
窓
会
支
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
是

非
積
極
的
に
支
部
組
織
と
の
連
絡
提

携
を
心
掛
け
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
末
尾
に
改
め
て

同
窓
生
の
ご
活
躍
と
ご
進
展
を
希
い

上
げ
、
同
窓
会
定
期
総
会
へ
の
協
力

依
頼
の
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

平
成
27
年
度
同
窓
会
定
期
総
会
開
催

に
つ
い
て
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

 

笛
吹
高
校
同
窓
会
　
同
窓
会
長
　
前

島

茂

松
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特
色
あ
る
学
校
行
事

笛
吹
高
は
普
通
科
・
食
品
化
学
科
・

果
樹
園
芸
科
・
総
合
学
科
を
擁
す
る

大
規
模
校
で
、
他
校
に
な
い
特
色
あ
る

学
校
行
事
や
ク
ラ
ブ
活
動
が
日
々
活
発

に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
例
を
あ
げ

ま
す
と
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
笛
吹
（
石
和
温

泉
郷
飾
花
）
や
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
笛

吹
（
学
科
紹
介
や
農
産
物
販
売
、11
月
）

は
地
域
へ
の
感
謝
を
込
め
て
学
科
の

枠
を
超
え
て
展
開
す
る
全
校
的
行
事
で

す
。秋

の
ラ
ン
ウ
ォ
ー
ク
大
会
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
各
位
や
地
域
の
方
の
御
協
力
の
下
、

各
自
の
ペ
ー
ス
で
学
校
〜
芦
川
間
を

駆
け
抜
け
る
も
の
で
す
。

笛
吹
高
は
平
成
22

年
度
の
開
校
以
来
、

６
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
春
に
は
第

３
回
卒
業
生
を
送
り

出
し
ま
し
た
。
既
に

こ
の
３
か
年
で
、
八

八
七
名
が
学
舎
を
巣

立
っ
て
い
ま
す
。
学

校
は
草
創
期
を
脱
し

て
充
実
発
展
期
に

入
っ
た
様
相
を
呈
し

て
い
ま
す
。
こ
の
一

年
間
、
笛
吹
高
の
多

様
な
活
動
の
一
端
が

し
ば
し
ば
新
聞
紙
上

に
掲
載
さ
れ
た
り
テ

レ
ビ
放
映
さ
れ
た
の

を
ご
記
憶
で
し
ょ
う
。

活
発
な
ク
ラ
ブ
活
動
の
展
開

ク
ラ
ブ
活
動
は
石
和
・
山
梨
園
芸
高

の
も
の
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、

体
育
部
19
部
（
男
女
別
）、
文
化
部
14

部
で
す
。
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
今

年
同
好
会
か
ら
部
に
昇
格
し
ま
し
た
。

毎
年
、
関
東
大
会
・
全
国
大
会
に
出

場
し
活
躍
す
る
部
も
多
く
あ
り
ま
す
。

右
下
資
料
は
、
平
成
26
年
度
の
全
国
・

関
東
大
会
に
出
場
し
た
部
の
一
覧
表
で

す
。
こ
の
う
ち
全
国
大
会（
全
国
総
体
・

全
国
総
文
祭
）出
場
部
を
拾
い
ま
す
と
、

体
育
部
で
ラ
イ
フ
ル
射
撃
・
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
・
自
転
車
、
文
化
部
で
す
い
れ
き

太
鼓
部
、
植
物
研
究
部
で
す
。

こ
の
他
に
も
県
大
会
で
好
成
績
を
あ

げ
て
い
る
部
が
多
数
あ
り
ま
す
。
昨
年

度
の
野
球
部
も
そ
の
例
で
、
春
季
大
会

で
強
豪
を
抑
え
て
３
位
、
夏
の
大
会
で

は
笛
吹
高
と
し
て
初
勝
利
を
納
め
、
全

校
で
声
高
ら
か
に
校
歌
を
歌
い
、
笛
吹

高
と
し
て
心
地
よ
い
一
体
感
を
味
わ
い

ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど
も
着
実
に

実
力
を
付
け
て
き
て
お
り
今
後
が
楽
し

み
で
す
。

平
成
27
年
度
も
堅
調
に
推
移

平
成
27
年
度
も
３
か
月
過
ぎ
、
多
く

の
成
果
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
県

総
体
は
男
17
位
、
女
15
位
と
頑
張
り
ま

し
た
。
ラ
イ
フ
ル
射
撃
部
女
子
が
関
東

大
会
で
優
勝
の
快
挙
を
達
成
。
植
物
研

究
部
は
山
梨
県
環
境
保
全
功
績
者
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
今
年
の
全
国
大

会
に
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ラ
イ
フ
ル

射
撃
・
す
い
れ
き
太
鼓
・
写
真
の
各
部

が
出
場
し
ま
す
。

平成26年度関東大会・全国大会出場各部
【体育局】
●ソフトテニス部男子
　関東大会個人・団体出場　団体第５位
　インターハイ個人・団体出場
●ソフトテニス部女子
　関東大会個人出場
●柔道部（相撲）
　関東大会女子個人出場
●ライフル射撃部
　関東大会個人・団体出場
　全国大会個人・団体出場
　国民体育大会少年男子個人　優勝
　関東選抜大会女子個人　優勝
●自転車部
　関東大会個人・団体出場
　インターハイ個人・団体出場
　国民体育大会出場

【文化局】
●写真部
　県芸術文化祭　写真部門　芸術文化祭賞
　関東大会出場
●すいれき太鼓部　　
　全国総合文化祭　郷土芸能部門出場　
　県芸術文化祭　郷土芸能部門　芸術文化祭賞
●植物研究部
　全国総合文化祭　自然科学部門出場
　関東地区学校農業クラブ連盟大会　優秀賞

ライフル射撃部　関東大会を制す（平成27年６月15日）

植物研究部　県環境保全功績者表彰（平成27年６月７日）旧制山梨県立蚕業学校正門（大正 11 年頃）。右側の松は現存。

ふれあいフェスタ笛吹の賑わい（毎年 11 月開催）

学校～芦川間で展開されるランウォーク大会のようす

新生笛吹高 躍進中笛
吹
高
校
同
窓
生
の
皆
様
に
は
日

頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
暖
か
い

御
理
解
と
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
県
下
で
も

屈
指
の
長
き
に
わ
た
り
峡
東
の
地
に

学
び
の
伝
統
を
継
承
し
、
数
多
く
の

先
輩
諸
氏
を
世
に
送
り
出
し
て
来
ら

れ
た
同
窓
会
は
本
校
に
と
り
ま
し
て

力
強
い
支
え
で
あ
り
、
何
事
に
も
代

え
難
い
貴
重
な
存
在
で
あ
り
ま
す
。

本
校
は
石
和
高
校
、
山
梨
園
芸
高
校

が
培
っ
て
き
た
教
育
へ
の
想
い
と
実

践
を
真
摯
に
引
き
継
ぐ
と
共
に
、
幅

広
い
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

の
で
き
る
総
合
制
高
校
と
し
て
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
６
年
目
を

迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
中
学
校

卒
業
生
に
広
く
門
戸
を
開
き
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
最
大
の
教
育

目
標
と
し
て
地
域
に
存
在
感
の
あ
る

高
校
を
創
っ
て
い
く
事
こ
そ
が
、
笛

吹
高
校
を
母
校
と
し
て
応
援
し
て
く

だ
さ
る
同
窓
生
の
皆
様
へ
お
示
し
す

べ
き
本
校
の
姿
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

本
校
は
笛
吹
市
唯
一
の
高
校
で
あ

り
、
高
校
教
育
の
責
任
を
地
域
に
果

た
す
こ
と
の
で
き
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
生
徒
の
持
つ
様
々

な
可
能
性
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
本

校
が
目
指
す
「
地
域
社
会
を
支
え
る

人
間
の
育
成
」
の
た
め
に
は
、
地
域

や
校
外
の
力
を
お
借
り
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
本
年
度
は

「
外
部
行
事
へ
の
生
徒
の
積
極
的
な
参

加
の
推
進
」
を
重
点
課
題
の
一
つ
と

い
た
し
ま
し
た
。
笛
吹
高
校
の
制
服

を
着
た
生
徒
が
地
域
に
あ
ふ
れ
、
彼

ら
が
高
校
生
と
し
て
の
良
さ
を
発
揮

し
て
く
れ
る
こ
と
を
目
標
に
、
校
外

の
方
々
の
力
も
お
借
り
し
な
が
ら
生

徒
の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

結
び
に
同
窓
生
の
皆
様
の
益
々
の

御
健
勝
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
こ

の
峡
東
の
地
で
学
ば
れ
た
皆
様
の
青

春
の
思
い
出
を
今
日
の
本
校
生
徒
の

姿
に
重
ね
て
い
た
だ
き
、
笛
吹
高
校

へ
の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
と
後
輩
生
徒

達
へ
の
暖
か
い
御
声
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
同
窓
会
通
信
へ
の
校
長
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
窓
会
通
信
に
寄
せ
て

 

笛
吹
高
等
学
校
長
　
加
賀
美

史
朗

転
し
、
同
11
年
４
月
山
梨
県
立
蚕
業
学

校
と
改
称
し
ま
し
た
。
県
下
の
中
堅
農

家
の
子
弟
を
集
め
、
本
県
蚕
糸
業
の
拠

点
の
一
つ
と
し
て
大
い
に
発
展
し
ま
し

た
（
写
真
）。

太
平
洋
戦
争
末
期
、戦
局
厳
し
い
中
、

食
糧
増
産
基
盤
の
整
備
を
担
う
人
材
養

成
の
た
め
、
昭
和
19
年
３
月
農
業
土
木

科
を
設
置
、校
名
を
県
立
農
蚕
学
校（
中

等
学
校
令
に
準
拠
）
と
改
め
ま
し
た
。

「
果
樹
王
国
」
山
梨
を
担
う

終
戦
後
、
母
校
は
同
窓
会
等
の
強
力

な
支
援
を
得
て
混
乱
期
を
凌
ぎ
ま
し
た
。

一
方
本
県
特
に
峡
東
地
域
の
農
業
は
養

蚕
か
ら
果
樹
へ
と
舵
を
き
っ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
23
年
４
月
果
樹
農
家
後
継
者

育
成
を
期
し
て
園
芸
科
を
設
置
、
校
名

を
県
立
農
蚕
高
等
学
校
と
改
め
ま
し
た
。

同
25
年
に
は
普
通
科
等
を
併
置
す
る
県

立
石
和
高
等
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
多

数
の
学
科
が
犇
め
く
中
、
広
大
な
果
樹

園
を
必
要
と
す
る
農
業
課
程
の
移
転
が

求
め
ら
れ
、
昭
和
36
年
４
月
山
梨
園
芸

高
等
学
校
開
校
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。

今
日
、
我
が
国
屈
指
の
「
果
樹
王
国
」

山
梨
の
創
建
に
、
母
校
は
計
り
知
れ
な

い
貢
献
を
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

地
域
に
存
立
―
多
様
な
人
材
育
成

平
成
22
年
４
月
、
石
和
高
・
園
芸

高
は
再
統
合
さ
れ
笛
吹
高
等
学
校
が

誕
生
し
ま
し
た
。
普
通
科
、
農
業
系

２
学
科
、
総
合
学
科
を
擁
し
、
前
身

各
校
か
ら
引
き
継
い
だ
さ
ま
ざ
ま
な

な
財
産
を
糧
に
、
地
域
に
生
き
る
多

様
な
人
材
の
育
成
に
力
強
く
邁
進
し

て
い
ま
す
。

地
域
と
共
に
歴
史
を
刻
ん
だ
長
い

歳
月
…
。
母
校
は
平
成
27
年
、
遠
い

明
治
の
草
創
よ
り
百
二
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
母
校
に
関
わ
っ
た
多
く

の
人
々
に
改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。

母
校
の
起
源

母
校
の
誕
生
を
告
げ
る
明
治
28
年
の

次
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。

・
山
梨
養
蚕
教
習
所
の
開
所
式
は
一
昨
日

挙
行
せ
り
　
生
徒
は
既
に
十
三
名
に
達

し
た
り
と
云
ふ
（
一
部
省
略
）

（
明
治
28
年
４
月
13
日
付
山
日
）

19
世
紀
末
、
微
粒
子
病
（
原
虫
）
蔓

延
に
よ
る
欧
州
養
蚕
業
の
壊
滅
を
機

に
、
我
が
国
の
蚕
糸
業
は
飛
躍
的
に
発

展
し
、
本
県
は
我
が
国
屈
指
の
養
蚕
県

と
な
り
ま
し
た
。

山
梨
養
蚕
教
習
所
は
明
治
28
年
４
月

11
日
蚕
種
製
造
団
体
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
母
校
の
校
史
は
こ
の
日
よ

り
起
算
し
ま
す
。

本
県
蚕
糸
業
の
拠
点

右
の
教
習
所
は
翌
年
東
八
代
郡
立
山

梨
蚕
業
学
校
（
簡
易
農
学
校
）
に
改
組

さ
れ
ま
し
た
（
明
治
34
年
甲
種
農
業
学

校
に
昇
格
）。
大
正
８
年
現
在
地
に
移

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
笛
吹

今
秋
も
11
月
３
日
（
火
）、「
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
笛
吹
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
地
域
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、

各
学
科
の
特
色
を
紹
介
す
る
も
の
で
、

全
校
行
事
と
し
て
全
学
科
が
参
加
し

て
実
施
し
ま
す
。

特
に
当
日
は
、
食
品
化
学
科
や
果

樹
園
芸
科
の
日
頃
の
学
習
成
果
で
あ

る
農
産
加
工
品
や
野
菜
・
草
花
・
果

物
な
ど
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

11
月
３
日
笛
吹
高
で
開
催

校章の変遷
東八代郡立山梨蚕業学校
（明治29～大正10年度）

山梨県立蚕業学校
（大正11～昭和18年度）

山梨県立農蚕学校
（昭和19～22年度）

山梨県立農蚕高等学校
（昭和23～24年度）

山梨県立石和高等学校
（昭和25～平成23年度）

山梨県立山梨園芸高等学校
（昭和36～平成23年度）

山梨県立笛吹高等学校
（平成22年度～）

地
域
と
共
に
。
母
校
の
百
二
十
年

山
梨
養
蚕
教
習
所
か
ら
笛
吹
高
等
学
校
へ
（
一
八
九
五
〜
二
〇
一
五
）




